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例言

本書は財団法人東大阪市文化財協会が藤原末ー氏から委託を受けて実施した若江遺跡第

70次•第75次発掘調査の報告である。

若江遣跡第70次•第75次調査は三輪若葉が担当した。第70次調査は、平成 9 年 2 月 24 日

~2月28日の期間に労務提供という調査形態でおこない、川口仁啓、岸田勝行が補助員と

して従事した。現地の掘削は株式会社島田組がおこなった。第75次調査は、平成10年6月

3日～ 6月19日の期間におこない、川嶋千尋が補助員として従事した。現地の掘削は安西

工業株式会社がおこなった。本報告害の執筆・編集は三輪がおこなった。遺物の写真撮影

はGFプロにより、一部は同協会別所秀高による。遺物の整理、版下作成には川嶋千尋、

今井喬子、寺田文子の協力を得た。

若江遺跡第 70 次•第 75 次発掘調査報告

1.はじめに

若江遺跡は、東大阪市若江北町・若江本町・若江南町一帯に広がる弥生時

代から江戸時代にかけての複合遺跡である（図 l)。遺跡は、楠根川などに

よって形成された自然堤防上の微高地に位置している。

これまでの調査によって、若江幼稚園内は室町時代から織豊期にかけての

城郭遺構である若江城本丸にあたることが推定され、また当該期の堀などが

周辺で検出されている。

第 70 次•第 75 次調査は、藤原末ー氏によって若江本町 4 丁目地内におい

て、共同住宅建設が計画されたことによるものである（図 2)。東大阪市教育

委員会文化財課によって試掘調査を実施したところ、第70次調査地点につい

ては、現在の地表面より 45cmのところで近世の遺物包含層を確認した。ま

た、第75次調査地点については、現在の地表面より 30~50cmのところで近

世・中世の遺物包含層を確認した。このため、市教育委員会文化財課と関係
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図 1 若江遺跡と周辺の遺跡分布図



機関の協議の結呆、いずれも工事によって遺跡が破壊される現地表而から

60cmまでを、財団法人東大阪市文化！！オ協会が委託を受け発掘潤査を実施する

ことになった。第70次閤査については、労務提供という訓査休制で平成 9年

2月24日～ 2月28日までおこなった。面積は 126m2である。第75次調査

については、平成 l(）年 6月3日～ 6月19日までおこなった。面梢は 172m2 

である。

なお、当溝壺地は従来の調査結果から、若江城の外堀に関する何らかの知

見を得られることが雅測されill、悌70次閻査の際、 一部分について中世の造

椛面まで確認させていただくことを東大阪市教育委員会文化財課から原因者

にお鞘いした。しかし、この要望が設計事務所に伝わっていなかったために、

原因者である藤原氏にはご迷惑をおかけする結呆となったことを深くお詫び

申し上げる。

2．調査結果

第 70 次•第 75 次謂査地は道路を 1隔てて東西に隣接しているので、調壺結

果はあわせて述べる。

中匪の造f.ilj面は、黄灰色シルト・粘土層または黄褐色柑粒砂層で、玉串川
によって形成された堆積忍と考えられる。上面で II~12 c、12~)3 C、15

c以降の幽構を検出した。その上に70次調査地点は、整地層・包含培が毅い、

75次謂査地点では、 1.）|：作土層が2~3枚認められ、 4;）|：作に伴う鋤溝を検出し

た（図 3)。さらに旧耕土・現代の盛土がその上を覆う。

遺構と遺物

SE 01 （図 5~ IO) 

調査区外へ広がるが、おそらく円形の掘りかたと思われる。掘りかたの直

径は1.2m、深さは lmまで確認できた。井側は大きさの異なる仙物を 2段重

ねて使用していたと拙測されるが、掘削していないため詳細は不明である。

帯を綴じた痕も確認できる。上段の仙物の直径は37cmである。玉串川によっ

て形成された黄灰色シルト層・粗．粒砂）暫を掘り込んだ井戸底は調在をおこ

なった現在でもi勇水があった。掘りかたの断面iは青灰色粘土・ II音オリーブ灰

図 3 耕作に伴う鋤溝検出中

(75次地点）

色粘―-l.：のJ:1[：fi'tが見られた。井側内は語
般の事情により掘削てきなかったが、

枷！り力、た内から比悩椀、瓦質捏鉢、常

滑焼甕、鉄翼品が1『土した（図 11)。

1 ・ 2の瓦僻椀は利泉型で 11c後半

~ 12 C初頻に属す。 3は瓦質捏鉢で内
面にヘラミカキをおこなう 。口緑玉緑

部は剥淵している。図化していない

が、常滑焼党の休部にはタタキが若干

i'{1：認できる。また、 JI・：側にrltI物を使用

する例は 12C ~ 13 Cに多く、今回検

出した SE01も同椋に比定できると

思われる。なお、 SE01は検出した後

すぐに且じめ戻した。

SK 201 （図 11~ 14) 

輻1.2mを測る不定形の土坑の中に灰が充満し、完形或いは完形に近い士r:ilj

器小llll7点、．一＼鳴li僻大lnl.1点が出：I・.した。これらの I:．師恭小IUI.はほとんど上

向きの状態で出土した。土l9:ili悩の所），腐時期は11c後半～ 12C前半である。こ

のように土坑内に灰が充滴し土師僻皿、瓦揺椀が出土する例は若江辿跡にお

いて散見される ii':'O

また、供）j衿具が大：：閃に出土する遺構については多くの研究者が注目してお

り、なんらかの祭祀後に一括廃菓したものi|3、躯裕の施設を更地に埋め戻す

ことに伸う儀式Ii,lなどと迩べられている。

今回検出した SK201について考えてみると、 i称のような大きな辿梢では
なく、更地に且llめ戻すためとは考えにくい。今後、灰を使うことを一つの指

標にして史料にもあたりたい。
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図4 調査風景 (70次地点）

図 5 SE01平面図 図 6 SE01検出状況
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1瓦器椀

口径14.4器高4.8

2瓦器椀底部

底径6.2

3瓦器捏鉢

口径24.8器高8.1

4．鉄製品

現存長5.1

鉄斧と思われる

断面図 1(75次地点）
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図8

SE01井側検出状況

図11 SK201検出状況 図12

断面写真
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土師器皿

実測図
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ァ・

SK  202 

幅1.2mを測る不定形の土坑の中に灰が充満していた痕跡が見られた。この

ような状況は SK201と共通している。

5．土師器小皿

口径9.2器高 1.7 淡灰褐色

煤付着、底部ヘラ切り

6．土師器小皿

口径9.6器高 1.4 褐色

輛轄使用、底部ヘラ切り、胎土は

ザラザラしている

7．土師器小皿

口径9.2器高 1.3 淡灰褐色

輔輯使用、底部ヘラ切り

8．土師器小皿

口径9.4器高 1.3

胎土精製

9．土師器小皿

口径9.0器高1.5

10．土師器小皿

口径9.0器高 1.3

胎土精製

11．土師器小皿

口径9.2器高 1.9

12．土師器大皿

口径14.6器高3.1

図14

淡褐色

淡灰褐色

淡褐色

淡灰褐色

淡灰色

12 

SK201出土土師器

図10 SE01掘りかた内出土遺物
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図15 SX201検出状況

図16 SX201出土遺物

13．平瓦

凸面縄叩き→緩弧線、

凹面緩弧線（コビキA)

14．平瓦

凸面縄叩き、

凹面緩弧線（コビキA)→ナデ

15．丸瓦

凸面縄叩き→粗ナデ

凹面布目→ナデ
16．尖頭器

サヌカイト 長さ 7.1cm

-----―り1_
1 5 

S X 201 （図 16~ 18) 

最大幅で南北 5mを測る。埋土には中世のベースを形成している黄灰色シ

ルト・粘土がプロック状に混入していた。上面で丸瓦、平瓦、常滑焼き摺鉢、

瓦質摺鉢、土師器鍋等が出土した。いずれも遺構の時期を決定できるものは

ないが、 15Cを遡ることはないと考えられる。当初推定していた若江城の外

堀の名残とも考えられるかもしれないが、掘削していないため判断できない。

上面で出土 した瓦は丸瓦4点、平瓦4点である。凸面は縄叩き、凹面は布

目や糸切りの緩弧線（コビキA)が顕著である。 12C後半～ 13Cに属すと考

えられるが、その時期に存在した瓦葺き建物については検討を要する。

3.まとめ

さまざまな条件の下での調査であったが中世の遺構を 3時期確認できた。

中世の遺構面は隣接した調査地において70次地点がT.P+2.8m、75次地点が

T.P+3.2mで検出し、 40cm程度裔低差があった。75次地点では中世以降、耕

作地として近現代まで利用されたのに対し、 70次地点では中世～近世にかけ

て中世ベースを削平し整地がおこなわれ、耕作以外の利用があったことが窺

える。

x~-149.275 

X=-149,280 

X=-149,285 

X=149,290 

70次詞査地

断面図1

三夏

＼ ゜

断面回3

I Y=-36,110 Y ~-36,105 

＼
 

゜

75次訓査地

ヘシー「竺2゚

に

:—_---‘-
断面図4

゜
5m 

図 17 70次地点． 75次地点遺構図
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賣褐色面せ砂＋シルト

図18

注

注 1

注2

注3

注4

当調査地近辺にも小堀が示されている（福水 1993)。

若江追跡第57次調介（曽我 1996)、若江逍跡第65次調査（未刊行）にも頬例がある。

薗我恭子 (1996)。
鈴木康之 (1996)。また、報文中で「辿構内に充朋された炭・灰とともに、一連の儀式に

火が関与した」とも述べている。
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